
第３章 河川施設の機能喪失リスクを低減するための対応方策

（３）維持管理の省人化・高度化

①点検・評価の省人化・高度化に関する取組
②施設操作の省人化・高度化に関する取組
③その他の維持管理の省人化・高度化に対する取組
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維持管理の省人化・高度化について



「①点検・評価の省人化・高度化に関する取組」 についてのご意見

1

■急所施設における点検・評価の効率化
・機能喪失リスクの早期把握と予防的対応のためにセンシング・モニタリン
グ技術の活用による不可視箇所の常時監視や専門技術者の評価を共有する
ことによる知見の蓄積が必要

■急所施設以外における点検・評価の効率化
・点検の効率化、設備稼働時間や運転サイクルに基づく時間計画保全・事後
保全の実施、リモートメンテナンス、ＡＩ画像判定による現場作業の省力
化・無人化の推進が必要

■技術の活用による点検・評価の効率化
・データの取得・比較を容易にするために設計図書や点検記録のDX化やIoT技
術の活用が必要

・更新・DXのメリット波及のために急所ではない施設を実証フィールドとし
て活用することが必要



「②施設操作の省人化・高度化に関する取組」 についてのご意見
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■操作施設の自動化、無動力化、遠隔化推進時の必要項目
・操作時の誤認を防止するために施設操作基準類の整備が必要
・運転操作可能な監視制御設備の更新時にシステムの標準化を実施すべき
・操作基準・権限、責任分担の明確化が必要

■操作施設の自動化、無動力化、遠隔化推進時の留意点
・施設更新時における現地手動操作・応急対応・セキュリティの確保が必要
・機能不全時のバックアップ体制の構築が必要

■操作施設の自動化、無動力化、遠隔化技術の定量化
・専門技術の定量化によるクライテリオン（基準）の策定が必要



「③その他の維持管理の省人化・高度化に対する取組」 についてのご意見
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■維持管理の省人化推進のために技術的に必要な取組
・操作マニュアルの電子化、ARの活用によるナビゲーションなど熟練者でな
くとも一定品質を確保したうえで、運転操作を迅速かつ確実に行えるよう
なICT技術の活用が必要

・ドローンやセンサーによる監視、AIによる自動判定技術を利用して、機械に
よる維持管理の代替が必要

・機械と人の操作領域を明確化すべき

■維持管理の省人化推進のために制度的に必要な取組
・施設の管理体制を見直し、管理責任を明確化にしたうえで外部委託を検討
すべき

・民間の経験も活用し、操作の単純化を検討すべき

■維持管理の省人化推進時に考慮すべき点
・省人化は施設点検、操作に関する市場や担い手の規模を縮小させる可能性
があるので、関連業種の育成や賃金値上げといったインセンティブの構築
が必要



①点検・評価の省人化・高度化に関する取組（点検・評価の効率化）

・急所施設について（常時監視、精密診断）

・センサーによる常時監視

・その他の施設について（点検効率化）
・点検合理化技術の導入（ﾍｯﾄﾞﾏｳﾝﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

・工業用内視鏡撮影（精密診断例）

遠隔者への点検情報の共有

現場情報を共有することにより、正確な点検箇所の
把握や点検結果の入力作業を効率化
非常時に点検事業者が機器メーカーからの遠隔指示
を受けて、応急対応が可能

排水ポンプにセンサーを設置して運転データを監視

ポンプの目視観察ができない箇所（主軸、ケーシングな
ど）を内視鏡にて点検 4

○ 急所施設についてはセンサーの設置による不可視部分の常時監視、精密診断等による高度化・高頻度化を行う。
○ 急所施設以外の施設については、施設の実情等を踏まえた上で、例えば、点検頻度を減らすといった省力化を行うほ
か、将来的に常時監視による点検作業の効率化を目指すとともに、熟練者のリモートメンテナンス体制を構築する。



①点検・評価の省人化・高度化に関する取組（点検記録のDX化）

5

○ 現在、各施設管理者は損傷や劣化状況の点検データをタブレットにて記録し、システムにデータを蓄積。
○ 将来的にはドローン等を活用して点検記録の自動化を目指す。

クラウドサーバーを介した記録の保存、閲覧タブレットを利用した点検記録

・現状の取組

・将来の取組

○構成する機器・部品等に対する属性情報の付与
・機器仕様
・品質管理記録
・維持管理記録（点検結果,故障・不具合経過等）

BIM/CIMを活用した点検記録 ドローンを用いた点検記録の自動化

○ドローンによる自動点検・自動記録
・BIMデータを活用した屋内用ドローンの自律飛行
・画像解析による不具合進行の継続監視
・急所に該当しない施設で実証し、点検のメリハリ化につなげる

出典：https://www.aktio.co.jp/products/model/s/300360/



②施設操作の省人化・高度化に関する取組（操作施設の自動化・無動力化）

●逆流・安全確認技術の例

・河川合流部付近での水理特性を考慮した

流行検知技術の開発

●河川管理施設の操作規則の作成基準

シミュレーションにより、水門付近での逆流開始前後の
局所等の推理特性を解明し、水門操作判断に必要な
逆流検知のための水位・流向等の計測センサーの最適
配置手法を検証

6

○ 施設操作にあたっては、逆流・安全確認が必要であることから、これらを補完する技術の導入を進める。
○ 施設の操作の自動化を実装するタイミングや技術について、地域的・社会的な合意を得られることも重要。
○ ゴミの流入防止策など、施設が無人でも安定的に動作することも重要。

河川合流部付近

合流部
付近

支川

本川



②施設操作の省人化・高度化に関する取組（省人化技術の導入）

○ 更新に合わせて、省人化（自動化・操作支援）を容易にする構造等を組み込む。
○ 自動操作、遠隔操作化により、操作員の常時対応不要や、夜間・出水時の人的に対応削減が期待できる。
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「①点検・評価の省人化・高度化に関する取組」 の記載案
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「②施設操作の省人化・高度化に関する取組」 の記載案
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「②施設操作の省人化・高度化に関する取組」 の記載案

10



「③その他の維持管理の省人化・高度化に対する取組」 の記載案
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